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京都大学人文科学研究所長(→ 1999・ 9 )
京都大学を停年により退職
E 著 作 目 録
A 著書 (単著 ・ 共著)
書名
1 r国民所得~ (大j l l一司・篠原三代平・
梅村又次・総編集「長期経済統計」第 l 巻)
(大j l /一司・高松信清と共著)



























1 ~幕末・明治の日本経済~ (~数量経済史論集』第 4集)
(尾高4埠之助と共編)
2 ~開港と維新~ (W 日本経済史』 第 3 巻)
(梅村又次と共編)
3 r産業化の時代J 下(r日本経済史」 第 5 巻)
(西川俊作と共編)
4 ~I満洲国」 の研究」

















一一明治元年 ( 1 868)一昭和 11年(1936)一一」
2 I 日 本経済の発展 と外資 日本資本輸入史序説 一 」
3 I投資ス パー ト と 資本輸入
一日露戦争・第一次大戦聞を中心に --J
4 I植民地下朝鮮 ・ 台湾の域外収支 (朝鮮篇) J
5 I 日本の植民地投資
朝鮮・台湾に関する統計的観察」











『人文学報』第 29号 1970・ 2
(社会経済史学会) ~社会 197 1・ 1
経済史学』第 36巻第 5号
『人文学報」第 35号 1 972・ 11
(のち改稿のうえ「日本
植民地経済史研究」所収)


















11 I 日本統治下におけ る台湾 ・ 朝鮮の国際収支」




14 I万延二分金考 幕末 ・ 維新期の基準貨幣 -J




17 I明治前期財政統計にお け る金 ・ 銀 ・ 紙温計問題につ いて
一明治 14年度正貨予算書の分析を中心に一」
18 I~ 旧 日本帝国』 の域内 ・ 対外貿易マ ト リ ッ ク ス の作成」
19 I談叢近代日本関係洋書 . VICA.Carruthers ,
ThePetofConsulate , London , 1882)J
20 I三人ガ ワ ー 」
21 I金銀本位制論 「貨幣法」 成立前史 」
22 I英領海峡植民地にお け る 円銀流通と その終罵」
23 I両 ・ 円切替期にお け る通貨 と記帳
大坂・山口家勘定帳および備後府中・
延藤家勘定帳の事例に即して」












(神戸商科大学) ~商大 1981・ 3
論集」第 32巻第 5 号
(のち改稿のうえ「両から
円へ』所収)
『人文学報』第 54 号 1 983・ 2
(のち改稿のうえ『両から
円へ』所収)







向上(のち改稿のうえ 1983・ 1 2
「両から円へ』所収)
(溝口敏行と共筆) 1984 ・1
「経済研究」第 35巻第 l 号
「人文学報」第 57 号 1984・ 9
吉田光邦(編) ~十九世紀 1985 ・ 3
日本の情報と社会変動」
京都大学人文科学研究所
「人文学報』第 59 号 1986・ 2
(のち改稿のうえ「両から
円へ』所収)












25 I台湾 ・ 朝鮮の資本形成」
26 Ir 帝国』 内貿易マ ト リ ッ ク ス 」
27 I台湾 ・ 朝鮮の貿易と国際 (域外) 収支」







34 I 日本にお け る植民地統治思想の展開J (I)Cll)
35 I円 と 元
一近代幣制史にみる日中文化交渉の一前一」
36 Ir 満洲国」 をめ ぐ る対外経済関係の展開
一国際収支分析を中心として」
37 Ir 大東亜共栄圏」 構想 と その構造J






























時代(下 ) J cr 日本経済史」
第 5 巻) 岩波書店
『人文学報』第 66号(のち 1990・ 3
改稿のうえ rl満洲国 J
経済史研究』所収)








山本有造(編) rl 満洲国J 1993 ・3
の研究』京都大学人文科学
研究所(のち改稿のうえ
rl 満洲国」 経済史研究」 所収)
古屋哲夫(編) r近代 1 994 ・ 3
日本のアジア認識」
京都大学人文科学研究所




39 I財政 ・ 財政政策」
40 Ir 満榊|国」 生産力の マ ク ロ 的研究 ・ 序説
一「満州|国産業生産指数」の検討を中心に」
41 Ir 大東亜金融圏」 論」
42 Ir 朝鮮」 ・ 『満榊IJ 間陸境貿易論
一地域間関係史のひとつの試み」
43 Ir 満洲国』 農業生産力の数量的研究」
44 I植民地統治におけ る 『同化主義』 の構造
一一山中モデルの批判的検討」
45 I 日本植民地帝国と東ア ジ ア」
46 Ir 満州、|国」
ある歴史の終わり、そして新たな始まり J
47 Ir 満榊|国」 鉱工業生産力の水準と構造」




「経済研究」第 47 巻 1996・ 4
第 2号(のち改稿のうえ
rl 満洲国」 経済史研究J 所収)
「人文学報』第 79号 1 997・ 3




rl 満洲国」 経済史研究』 所収)
『アジア経済」第 38 巻 1997・ 1 2
第 12号(のち改稿のうえ
n満州国」 経済史研究』 所収)






季刊「環 j Vol.10 2002 ・ 夏
『人文学報」第 88号 2003・ 3
(のち改稿のうえ rl満洲国」
経済史研究』所収)
山本有造(編) r帝国の 2003 ・ 11
研究』名古屋大学出版会
l “Trade andBalanceofPayments" (withIppeiYamazawa) 1979
inKazushiOhkawaand











Thej.αραnese ColonialEm ρire ，
1895-1945 ,Princeton
UniversityPress







F 書評 ・ 選評
1 I中村隆英 (編) ~戦間期の日本経済分析JJ
2 I近代 日本研究会 (編) ~幕末・維新の日本JJ
3 r佐藤雅美 『大君の通貨JJ
4 I小野一一郎 (編) ~戦間期の日本帝国主義JJ
5 I浅田喬二 ・ 小林英夫 (編)
『日本帝国主義の満州支配JJ
6 I浅田喬二 「 日本植民地研究史論JJ
7 r杉山伸也 『明治維新と イ ギ リ ス人JJ
8 IToshioSuzuki , JIαραnese GovernmentLoanIssues
ontheLondonCαρ itα l Mα rket， 1870-1913J
9 I疋田康行 (編) n-南方共栄圏」
戦時日本の東南アジア経済支配 JJ
10 r杉原薫 『 ア ジ ア間貿易の形成と構造JJ
11 I平井慶一 「 日本植民地財政史研究JJ
12 I谷本雅之 「 日本にお け る在来的経済発展と織物業JJ
13 I権上康男 『 フ ラ ン ス資本主義と 中央銀行JJ
14 In940 年体制』 は金 日成に よ っ て完成さ れた、 か ?
木村光彦『北朝鮮の経済」を読んで」
15 I~ 満洲国」 は いかにつ く ら れたか
山田豪ー『満州、|国の阿片専売 J -J






















第 64巻第 l 号
『日本経済新聞』
『日本経済新聞」








































H ワ ー キ ン グ ・ ペ ー ノf ー
1 JapaneseBalanceofPayments1868-1967: KobeUniversityof 1975 ・8
DataandFindings CommerceWorking
Paper ,No.24





5 ~I満州国」 国際収支に関す る既存資料につ いて』
6 ~I旧 日本帝国」 の域内 ・ 対外貿易
マトリックスの作成[I]J]
7 ~I満榊|国」 国民所得統計につ いて』
I 調査報告 ・ 研究報告
1 I太平洋戦争下 「満州、間」 経済の概観
一工業化問題を中心に」
2 I国民政府統治下にお け る東北経済
一一 1946 ~ 1948 年 」
3 I幕末 ・ 明治前期の貨幣構造」
4 I~満洲国』 国民所得統計につ いて」
J 執筆分担 ・ 執筆協力





















「中国東北地方経済に 1 986・ 3
関する調査研究報告書』
産業研究所(アジア経済研究所)
同上 1986 ・ 3
(委託研究報告)日本銀行 1987・ 6
金融研究所
『第 2次大戦下の日本 1993・ l
経済の統計的分析』




第 2巻行政篇(第 3章 1974・ 11
「財政」執筆)滋賀県













K 講演会 ・ 討論会 ・ 座談会記録
1 IQEH 研究会記録」 第l 回~第5 回
2 I安場報告への コ メ ン 卜 」
3 IC講演) 工業化発展にお け る 中心国 と 周辺国」
4 I特集 ・ 経済史への新 し し 、接近」
5 IC名誉教授イ ン タ ビ ュ ー ) 堀江保蔵名誉教授に聞 く 」
6 I江戸末期 (文政~幕末 ・ 維新期) にお け る
物価動向と経済発展」
7 I高増傑報告への コ メ ン ト 」
8 I 日本の経済発畏に於け る 『超長期雁行形態モデル~J
9 I岩橋報告への コ メ ン 卜 」
10 IC 講演記録) 人文 ・ 社会科学と共同研究」
1 IC フ ォ ー ラ ム ) 日本にお け る社会経済史学の発展と
新保史学数量経済史研究への軌跡」
「日本経済研究センタ- 1971 ・7 ， 8 , 12 ,
会報』第 1 56号， 158 号1972 ・2 ，4
165 号， 169 号， 173 号
社会経済史学会編 1 979・ 4
『エネルギーと経済発展』
西日本文化協会
「人文」第 25号 1982・ 3
「季刊・現代経済』第 47号 1 982・ 4
『経済論叢』第 1 35巻 1 985・ 4
第 4 号
原田敏丸・宮本又郎編 1985・ 1 0
「歴史のなかの物価』同文舘
「世界の中の日本~ I 1989 ・2
(国際シンポジウム第 1集) ,
国際日本文化研究センター




『金融研究」第 17巻第 3号 1 998・ 7





(山本安次郎博士喜寿 1982・ 1 0
記念文集) rめ ぐ り あ い』
経営学理論研究会
「毎日新聞(夕刊)~ 1984 ・2 ・9
rNHK 歴史 ド キ ュ メ ン 卜 ~ 1987 ・2
第 4巻，日本放送出版協会
「人文」第 33号 1 987・ 3
L そ の他
1 IC研究 ノ ー ト ) 日本にお け る ジ ャ ー デ ィ ン ・
マセソン商会」
2 IC共同研究の話題) 情報の経済史を も と めて
日本領事報告の研究班」
3 I父の こ と 」
4 Ir幕末在留西洋人人名録」 の こ と 」
5 I円 と ド ルの百年史」







7 11988 年7 月 中国東北地区にお け る2 つの
学術討論会への参加記」
8 I堀江保蔵先生を偲ぶ」
9 I台湾イ ン テ レ ク チ ュ ア ルズ と 日本語」
10 I イ タ リ ア掃苔の旅」
1 I私の集書旅行」
12 I落伍者か ら の謝辞」
13 I不機嫌の吉田光邦先生J
14 I洋銀 と 円」
15 I上賀茂煎茶会」
16 Ir 藤』 に ま つわ る個人的な感懐」
17 I人文研の共同研究」
18 Ir 満洲国』 マ ク ロ経済統計につ いて」
19 Ir 両』 か ら 「円」 へ 一一 幕末貨幣学のすすめ 一一」
20 I回顧十年」
21 Ir 中華民国期の経済統計J ワ ー ク シ ョ ッ プ観戦記」
22 I坂田吉雄氏の言卜」




『近きに在りて』第 14号 1988・ 11
「経済論叢』第 148巻 199 1・ 10・ 11・
第 4 ・ 5 ・ 6 号 1 2
「人文』第 38号 1 992・ 3
rCorrente(日本イタリア 1 992・ 1 2
京都会館々報 )J第 11 5号
『岩波講座・近代日本と 1992・ 1 2
植民地』第 2巻・月報






「以華為信 J 1994 ・3
『藤・二十周年記念文集 J 1995 ・7






rAERAMook ・ 幕末学の1998 ・4
みかた』朝日新聞社





ニュー スレター J No.15
「日本歴史』第 631号 2000・ 1 2
京都大学人文科学研究所 2002・ 3
『人文科学のフロンティア』
大阪経済大学日本経済史 2003・ 3
研究所「経済史研究」
第 7 号
